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研究成果の概要（和文）：マラウイ湖南端とチルワ湖において、漁民から漁活動の概要について聞き込みを実施
した。マラウイ国水産局と共同でドローン飛行によるデータ収集を実施した。中東部アフリカ地域（ケニア、タ
ンザニア、ウガンダ、ガーナ、カメルーン、コンゴ）の漁域と魚市場において漁業関係者から漁活動に関する聞
き込みを実施した。アフリカ漁民文化研究会を関西学院大学、北海道大学、弘前大学で開催した。平成31年3月
に『アフリカ漁民文化論―水域環境保全の視座』（今井一郎編・春風社）を出版した。

研究成果の概要（英文）：We carried  field research in the southern area of the Lake Malawi and the 
Lake Chilwa, and got information based on interviews from the fishers and local residents.  We also 
carried out field researches in the fishing areas and fish markets located in the several African 
countries, such as Kenya, Tanzania, Uganda, Ghana, Cameloon and Congo. Study meetings were held in 
several times. "Cultural Study of the Fishers in Africa"(Imai I. eds., Shunpusha) was published. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、アフリカ漁民社会において現在生じている問題点を抽出・分析することにより、自然資源の利用秩
序のあり方を統一的に理解することを目指す。それによって、水域の環境保全について「生物多様性」および地
域住民の「文化多様性」の観点からアプローチする。各地域の漁民文化に備わる資源利用秩序に基づいた環境保
全政策立案と実施に向け、世界の発展途上地域における「開発」と「保全」の矛盾構造の解消に繋げる意義があ
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
   世界の開発途上地域において頻発する「開発」と「保護」双方の活動の相克によって自
然環境と地域社会の大規模な破壊が招かれており、問題の早急な解決が求められている。 
  1992年にブラジルのリオ・デジャネイロで開催された「地球サミット」において「持続可
能な開発」概念が脚光を浴び「生物多様性条約」が採択されて以来、陸上の環境保全だけ
でなく水域環境保全についても世界的な取り組みが進んできた。本研究が開始された 2015
年からは、国連により「持続可能な開発目標（SDGs）」が始まり、その目標の中に水域資
源の持続可能な開発、すなわち水域生態系の持続的な利用と管理が掲げられている。世界
的に、水域の環境保全活動が取り組まれるようになったのである。 

 
２．研究の目的 
   （1）本研究は、アフリカ漁民社会における資源利用・管理の実態、在来知および漁民 
集団資源観を地域（水域）ごとに比較することでアフリカ漁民文化の資源利用秩序を解明
することを目的とする。 
（2）在来的な知識に基づく持続可能な環境保全政策を立案し、アフリカ漁民社会の発
展に貢献することをも目的とする。 
 （3）開発途上地域で問題になっている「開発」と「保護」の矛盾構造を解消し、地域
社会の住民生活にアメニティをもたらすことへの貢献も視野に入れている。 

 
３．研究の方法 
   研究代表者、研究分担者および研究協力者らの共同により、アフリカの 4研究対象地域  
 （水域）の漁民文化を現地調査により比較研究した。現地調査に参加した研究者の専門分 
  野は、生態人類学、文化人類学、社会学、環境学、海洋社会学、地域研究、歴史学および                      
  資源管理計画におよんだ。 
   現地調査を実施した国の政府行政機関、大学と所属する官僚、研究者らと密に連絡をと
り、現地住民、漁民らの間に生じている諸問題を把握することに務めた。また、マラウイ
国では現地の警察、自治体と漁民らの許可・理解を得てドローン飛行による調査を実施し
た。 

 
４．研究成果 
   研究代表者、研究分担者と協力者らは、それぞれが担当する調査地域（水域）を何度も 
  訪問し現地調査を実施した。国内の学会（日本アフリカ学会）2016 年学術大会において、 
  本研究に関する分科会を開催した。ケニア国ナイロビ市の日本学術振興会研究連絡センタ  
  －が開催した「学振セミナー」において 2016 年 8 月に研究発表した。研究代表者、分担者 
  らが分担執筆した単行本『アフリカ漁民文化論』（春風社）を 2019 年 3月に出版した。 
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